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大阪湾の洪積粘土地盤などのように堆積年代が古い粘土地盤では，同じ圧密圧力に対して若齢の

地盤よりも高い間隙比の状態で堆積し，埋立などの載荷によって圧密降伏圧力を超えた応力が加わ

ったときに大きな圧縮性を示すことが知られている 高間隙比の地盤が形成された一低!として，堆

積による自重圧密中にセメンテーション(凝結)効巣が発現することが考えられるが 9 そのメカニ

ズムは明らかになっていない.本研究セメンテーション効果を伴って堆積し自重圧密した年代

の古い地盤を室内で再現し地盤の形成過程を明らかにすることを目的としている.粘土に少最のセ

メントを添加し 9 圧密とセメンテーションが同時に進行するときの粘土の圧縮特性会検討するとと

もに，自然粘土地盤の形成過程との対応について考察を行った.

キーワード.年代効果，セメンテーショ

1海成粘土地盤における堆積時のセメンテーション

と

、地質学的な年代を経て堆積した自然の海底

地盤では3 その強度やH::狩・圧縮特性は， J王続時の有効応

力のほか土の物理化学的性質や堆積過程の環境によって

も大きく影響を受けることがわかっている.これら

は3 主に有効応力一定のもとでの長期的な沈下である二次

圧縮(遅延圧縮)と，間隙比と無関係に強度が発現するセ

メンテーション(凝結)効果とに分けられ，両者ーは年代効

果 (aging，エージング)と総称される 1)2) 

近年，沿岸域の建設事業が沖合に展開するとともに，深

部の洪積粘土の強度・変形特性の評価が問題になってきて

いるが，これらの粘土地盤では数万年から数十万年I誌に堆

積しているため年代効果の影響が工学的にも無視できな

いものとなっている匂

関-1は大阪湾泉州沖沖積粘土地盤、における圧密降伏応

力Pcと有効土被り圧 σvO の比から求めた過圧密比と深度

の関係である.図-1 のように過圧密比は1.0~2.5 の範囲

にあるが，地質学的にみると大阪湾の沖積粘土腐は一貫し

て堆積が継続した正規圧密状態と考えられている.したが

って，闇-1の過圧密は年代効果による見かけの過圧密で

ある。

圏一2は大阪湾洪積粘土，沖積粘土の圧縮比(1+80)と

自然含水比の関係である 3) 図中には，Lambe and Whiternan 

よる圧縮比の範囲と，ノ1')11・松本によるわが国の港湾

地域の沖積料iごとの範囲 5)を比較のため示している 簡ω2

海成粘土，圧密 (IGC : B06， E02， M05) 

のように大阪湾沖積粘土の圧縮比はLambeand Whitmanの

範囲よりやや大きく， 0ユ~~0.4の範囲にあるが，大阪湾の

拶ぷ責粘土ではそれらをはるかにト，回った値を示している.

なお，洪積粘土の二次圧縮指数 Cα は沖積粘土と同様に，

Cα=0.03'~ O.06Cc の関係にあるので，二次圧密量~::示す

Cα/( 1十日。)についても，洪積粘土は通常の沖積粘土よりは

るかに大きい.

このように B 大阪湾の洪積粘土は通常の沖積粘土地盤に

比べて明らかに大きな圧縮性を有しているが 7 同様の傾向

は有明粘土の場合にもみられる 7)“土田は，その原固な堆

;債過程で構造が発達し高い間賠状態で堆積しているため

と考え，一般的な海底地盤の土被り圧と間i績比の関係な示
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す基準圧縮曲線 (Standardcompression curve， 

し，基準圧縮曲線を用いて大阪湾粘土の構造の定量評価を

いる 6)

基準圧縮曲線は，多数の海成粘土の庇密試験結果を整埋

し，特定の初期間隙比で練り返した状態から圧密を開始し

たときの間隙比と圧続圧力の関係主:定式化したものであ

る噌}，~準圧縮 l曲線では間隙比のかわりに，粘土の体積比 f

を液性限界のときの体積比立を用いて，次式で

正規化した体積比指数 lsvを用いる.

r _lnf 
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基準圧縮曲線は Isvと地盤に作用する有効庄密圧力 p

(単位 kPa) の関数どし匂て次式で与えられる.基準曲線そ

決定するパラメータは，粘土がj毎底面に堆積して自重圧密

が開声合す、るときの間隙比と体存i比をそれぞオも日。*， fo ト巴O*

ι液性限界の時の間隙比 CL，練返し状態での強度増加率

(練返し状態で粘土が保持する有効応力に対する粘着力

の比) (sulp)貯M である

pくR2.5 Pホのとき

f~~([J_ /p*2...") 1" =1.47-0.27Iog1o p-O.00186(lnR)j 一!_..2.5ト
InR I 

p〉R25p*のとき

fH=1.47-0.2710gloP 
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粘土が海底に堆積して圧密をと開始するときの間隙比位。傘

は液性限界記Lの1.5倍。から 2倍と考えられるので 6) この

条件で基準圧縮曲線を計算すると，ふと pの関係は液性

限界によってそれほど変化せずほぼそれぞれ 1つの線で

表すことができるの.このようにして求めた基準圧縮曲線

SCC(eo SCC(向、2eL) は，粘土が正規圧密状態》て、

一次元的に圧筏するときの圧力と間隙比の基準的な関係

であり，この値:よりも間E京比が大きいときは，セメンテ」叩

ションなどの化学的な作用によって高間隙比状態を維持

する構造が発達していると判断されノる.

圏一3は，沖積海底地盤の各深度における原位置でのやl'

1"0と有効土被り圧。 vO の関係、で、ある 7)園関-3

をみると有効土被り庄 50日 a以下では多くのデータが

eo二1.5eLとした時の基準圧縮曲線の前後にあるが，特に有

とi
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圏一2 と圧縮比の関係
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園-4 関西国際空港建設地点、における原位置での体積

比指数1州と有効土被り圧 σV09 の関係

効二七被り圧が 5OkNl rrfを越える範囲(海底地盤、の深度 10m

以深)では原位置の間隙比を表す Isvoが基準圧縮曲線より

も大きいデータが数多く見られるようになっている.この

ゆとは，堆積後の経過時聞が大きい沖積粘土において構造

の発達がみられること合示唆じている.

臨-4Iま，関西国際空様、期島建設地点における

の海底粘土地盤の有効土被り圧と原佼置体積比指数の関

る.圏一ヰをみると 3 海底地盤の原位霞体積比指数

の多くが基準圧縮曲線よりも大きい e このことは9 有効土

被り庄に対して何らかの原rlCjで間隙比が高し

自 86-



j斬増載がfによる)王密とセメンテ…ションが|時時に進行するときの粘土の圧縮特性

していることを示している.図--5はこのような状態で堆

積している大阪湾洪積粘土試料を圧密試験したときの典

型的なかlogp関係である。図--5のように圧密圧力が圧密

降伏応力を越えるときに大きな圧縮性を示しており，その

後日ーlogp関係の勾配は小さくなっと最終的に基準圧縮曲

線に戻っていく.このような地盤に埋立等により大きな荷

重が作用するとうもともと高間隙比の状態で堆積している

ため，圧密圧力が圧密降伏圧力を越えたときに大きな沈下

が生じるのである。関西国際空潜の県立では，

においてー当初の想定を大幅に上回る沈下が発生したが，そ

の原因のーっとじてこのような高間隙比状態で堆積して

いる洪積粘土地盤の圧縮特性を十分に把握』て、きなか-った

ことが上げられる.

それでは大阪湾洪積粘土地盤において，なぜ間隙比が高

い状態で地盤が堆積してーいるのであろうか.この原因は卜

分な説明が得られていないが，一つの仮定として庄密過程

において粘土中の炭酸カ!L"シウムなどのセメンテーショ

ン物質による|面化がゆっくりと進行したことが考えられ

る.すなわち， l南化によって強化された骨格が体積による

上載圧の増加に抵抗するため，高間隙比の状態が形成され

たとするものである しかし，このような圧密とセメンテ

ーションが同時に進行するときの粘土の圧縮特性はほと

んど調べられていない.本研究では，粘土に少量のポノレト

ランいkメントを添加し，セメンテーションと圧密が同時

に進行するときの粘土の圧縮特性を実験的に調べた圃

2. 少量のセメントを滞加した粘土試料の段階載荷

庄密試験結果

2_ 1実験!こ用いた粘土とセメント添加量

実験には広島港出島粘土と市販の普通ボルトランドセ

メントを用いた働広島港出島粘土の物理特性を表-1に示

す. また， 粘土の初期含水比は 9 海I底底邸士醐醐叫叫幸仇がカが1堆1積積すると iさ雪

の初期条件と考えられる 1.5wLとLし/ぺ7たPヒこ

高含7水k上比ヒの粘士土:tにこセメントを添加したときの強度発現

を調べた T司a叩nら8町)によると，セメント添加後の粘土の一軸

圧縮強度 q"{二セメント含;向ー量 Cの関係は以下のよう

すことができる.

qll ==叫し-co) (3 ) 

式において CI)は強度発況に必要な最低セメ

るαは定数であり，し、ずれ よって

式は，最低セメント量 Coを越えないとセメント添加によ

る強度発現がほとんど認められないことを示している.本
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研究は自然地盤が堆積する際に徐々に発現するわずかな

固化をセメント添加により再現することを目的としてい

るので，1:二記の Co1l直を求め Co11直前後のセメント量を添加

することとした.

函-6はセメント添加量と一軸圧縮強度の関係である.

国--6のように広島港出島粘土の場合では，強度発現が

始まる添力抗議 Coは約 6.7%であった.これより基本の添加

量を 5%とし，比較のため添加量 7%の場合についても実験

を行った.なお，粘土iこセメントを添加してセメント処理

土とする場合は，地盤の強度として一軸圧縮強度は少なく

とも 200kPa程度が必要となるので，室内配合試験で 28日

強度 400~600 kPaのセメント量を添加する p 国-6
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では添加量として 12%以上が用いられることになる.本研

究で添加したセメント量はセメント処理士に用いられる

量の半分程度である.

試料作成と実験の方法は以下のとおりである.

(1)0.45mmのふるいを通過した広島港出島粘土を十分に練

返し，初期合水比が 145%になるように調整する.

(2)乾燥質量比が 5%あるいは 7%となるように，ボルトラ

ンドセメントの質量を計量し，セメントの質量と同じ賀

量の水を混合してセメントスラリーを作成する.

(3)粘土とセメントスラリーを混合し，ハンドミキサーで撹

持する.次に，真空ミキサーに投入し 5時間脱気しなが

ら撹持する.

(4)獲枠した試料を円形モールドにつめて圧密養生を行う.

一定の庄密圧力下において所定の日数養生した後試料

を容器から取り出す.

(5)試料を用いて段階載荷による圧密試験を行う.

表-2は圧密養生に用いた条件である.養生は室混 (22

~23 0 C)で実施し，各圧密圧力 49，98， 196kPaのもとで

1， 3， 7，14日の養生を行った.所定の圧力までは，載荷

板の重量， 12.25， 24.5， 49kPaと段階的に圧密圧力を増加さ

せたが，段階ごとに，{t法によって 90%沈下量向を確認

した後に次段階の載荷を行った.最終圧密圧力を加えた後

lこ，{t法で 100免圧密終了時刻を求め，この時聞からの日数

を養生日数とした.

所定の養生日数に達した後に，試料を取り出し，段階載

荷による圧密試験を実施した.本試験では養生期間と圧密

特性の関係に着目したが，圧密試験に時間を要するとその

聞にセメンテーションが進行する可能性がある.このため，

圧密試験では標準圧密試験と同様の圧密圧カを用いたが，

各段階で，(t法によって得られた一次圧密終了時間に達し

た時点で直ちに次の圧密圧力を載荷した.全段階載荷の圧

密試験に要した時聞は 90分から 120分であった.

表-2 圧密養生条件

養生日数 圧密圧力 Po 

lday 

3day 
49kpa 98kPa 196kPa 

7day 

14day 

2.2 セメント 5怖を添加した粘土試料の圧密特性

図-7は，セメント 5%を添加し 98kPaで圧密養生した試

料の e・logp曲線の比較である.図ー7のように， e-logp曲

線は養生日数とともに間瞭比が大きくなる方向に移動し

ている.これは養生中にセメンテーション(圏化)が進行

し強度が増加することにより，予圧密終了後の供試体が高

間隙比状態になったためである.養生期間が同じ供試体に

ついては，圧密圧力が異なる場合でも，正規庄密領域では

e-logp関係は一本の線にほぼ収束した.すなわち，セメン

トを 5%添加させた場合の正規圧密状態での圧縮特性は，

養生期聞が間程度ならば圧密圧力によらずほぼ同じであ

った.この最終的に収束する線からも，圧密養生時聞が長

いほど間隙比の大きい方に移動することがわかる.図-5

に示すように，年代効果による構造を有する粘土では圧密
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i斬増載荷による圧密とセメンテーシヨンが同時に進行するときの粘土の圧縮特性

降伏圧力直後の圧縮性が非常に大きく，叫ogp曲線が下に

凹の形状を示す.図一7をみると今回セメント添加した試

料では養生時間とともに圧密降伏圧力が増加するが， e・log

p曲線の形状に関しては大きな変化がみられなかった.セ

メント添加により自然粘土のセメンテーション効果を再

現する上ではこの点を今後さらに検討する必要がある.

図-8は， 98kPaで養生した試料における圧密圧力と体積

圧縮係数の関係である.図一8のように，養生日数が長く

なるほど，全体として体積圧縮係数が減少しているが，圧

密圧力が十分大きくなった正規圧密領域では圧密圧力と

体積圧縮係数の関係がほぼ一つの直線に収束している.

図-9は， 98kPaで圧密養生した試料における圧密圧力と

圧密係数の関係である.図-9のように，圧密係数は過圧

密領域で 1，OOO~2，OOOcm2 /dayの範囲にあり，正規庄密領

域では養生時間によらずほぼ 300cm2/dayで一定となって

いる.このように正規庄密領域で圧密係数が過圧密領域で

の値の1/8~ 1/10 程度の値で一定となる傾向は通常の粘土

試料とほぼ同様である 9)

図-10は98kPaで圧密養生した試料における圧密圧力と

透水係数の関係である.通常の粘土試料と同様に透水係数

の対数と圧密圧力の対数はほぼ直線関係がみられた.

以上の図ー7~図ー10 は，少量のセメントを加えても基本

的に圧密特性は通常の粘土とほぼ同様であることを示し

ている.

2.3 養生日数と圧密降伏応力の関係

図-11(a)， (b)はそれぞれセメント添加 5%，7%のときの

圧密降伏応力と圧密養生時間の関係である.図-11(a)， (b) 

のように，いずれのセメント添加率においても圧密養生時

間の対数に対しでほぼ直線的に庄密降伏応力は増加して

いる.国一12(a)，(b)は国一11を過圧密比と圧密養生時間
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との関係として示したものである.なお，ここでは一次圧

密終了直後に次段階を載荷する急速載荷による圧密試験

を実施しているので，セメンテーションがない場合でも圧

密降伏圧力は先行圧密圧力のl.2倍程度になる.したがっ

て，過圧密比l.2を基準として過圧密比の増加を考えた.

函-12より，セメント添加率 5%では 14日間で過圧密比は

最大2.2となっているが，この値は図ー1に示した大阪湾沖

積粘土における見かけの過圧密の値に近い.

Tan and Tsuchida10))は，圧密終了後の粘土のせん断強度の

増加をせん断強度の増加を室内実験によって調べ，一定の

有効応力のもとでは，セメンテーションによる強度の増加

は時間の対数に比例して発現することを示した.さらに，

経過時間が 10倍になるときのせん断強度増加Aτはそのと

きの有効土被り圧 σvOの関数となっているとして，次式を

提案した.

O(loglO(パ)5: 

(4) 

あるいは，

企T= k.JPoO(l叫パ)) (5) 

ここに kはセメンテーションによる強度増加を表すパ

ラメータであり， toは一次圧密終了時の時間である. Tan 

叩 dTsuchi白 10)は東京湾粘土，大阪湾粘土の値としてk=0.3

"-'0.4(kPa)0.5を報告しており，竹信ら 11)は広島港粘土の k

値がほぼ0.4(kPa)0.5あるとしている.

(4)， (5)式は，セメンテーションによる強度発現が有効

土被り圧が大きいほど大きいことを示すが，土被り圧との

相対関係をみると，土被り圧が小さい場合ほど，セメンテ

ーションによる強度発現が全体の強度の中で占める比重

が大きいことを意味する.(5)式を用いて，セメンテーシヨ

ンによる見かけの過匝密比と kの関係を求める.(5)式より，

強度増加率s../pを用いると，強度増分Aτ による圧密降伏

圧力の増加分Llpcは，

午=~=~.jPoÔ(logjjパ))
一 一

(6) 

である.これより圧密圧力 POで長時間圧密したときの正

規圧密粘土のセメンテーションによる見かけの過圧密比

OCRは以下のようになる.

OCRよ坐izlfベlogjo(X。))
J五~(万)

(7) 

国一12(a)， (b)より， su/p=0.3としてセメント添加率 5%，

7%のときの kを求めると，それぞれ平均値としてl.55，

25 .2(kPa )0.5と求められた.図一12(a)，(b)にはじ1.55(kPa)0.5， 

25.2(kPa)0.5としたときの過圧密比と圧密養生時間の関係

を点線で示しているが，平均的には実験値と一致している.

以上のように，セメンテーションによる強度発現と見か

けの過圧密を式(4)"-'(7)に当てはめると，広島港粘土はセ

メントを添加したことにより， k値が添加率 5%のときに

l.55αPa)0.5，添加率 7%のときに 25.2作Pa)0.5まで増加した

といえる.広島港粘土の本来の k値を k。とすると，セメ

ントを添加することでk値が k。から Vに増加した場合，

強度開始時間 to，養生時間 tにおけるセメンテーションに

よる強度発現却は(5)式を用いて次式で表される.

バ同
一
川
M

川
川
以

日

fd(
(8)式は k値が k。から k*に増加することによる強度増加

が， k値が k。のままで養生時聞が次式の「にであったとき

の強度増加と等しいことを表している.

~以)χ。
(9) 

セメントを 5%添加した場合には to= 7.2 時間，

k=l.55仕Pa)0.5であるので，経過時間 1日において「を計算

すると以下のようになる.

~MY=72断2rsぺ 765 時間 (10) 

(10)式から，圧密降伏応力を一致させることで換算するな

らば，広島港粘土にセメントを 5%添加させることにより

養生時間 1日で765時間分のセメンテーション効果を発現

させたことを示している.

3. 荷重増加による圧密とセメンテーションが同時

に起こるときの e-Iogp関係

3.1 実験方法

海底に粘土が堆積する速度は一般に年間 0.1"-'10mmで

あるとされている.わが国の多くの沖積粘土地盤は 3000

"-'6000年かかって層厚 20"-'3 Omで堆積しており，洪積粘

土地盤の堆積年代は数万年から数十万年と推定されてい

る.このような実験室で与えられる載荷速度に比べはるか

にゆっくりした堆積の過程において，粘土は上載荷重の増

加による圧密とセメンテーションが同時に進行しながら，

地盤を形成すると推定される.

海底地盤が一定の速度で堆積し，同時にセメンテーショ
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i斬増載荷による圧密とセメンテーションが同時に進行するときの粘土の圧縮特性

ンが進行する過程を実験室内で再現するため，セメント添

加率 5%，7%の試料を用いて以下の条件で漸増載荷圧密試

験を行った.

(1)定速度段階載荷圧密:1王密圧力の増加量却を 27.7kPa

と固定し， p=9.8kPaから p=392kPaまで 15段階で圧密

圧力を増加させる. 1段階あたりの圧密時間は 3時間，

6時間， 12時間の場合の 3ケースを行う.

(2)定荷重増加率段階載荷圧密:圧密圧力の増加率，lp/p

を1.37とし，圧密圧力 p=9.8kPaから p=392kPaまで 15

段階で圧密圧力を増加させる.1段階あたりの圧密時間

は 3時間， 6時間， 12時間の場合の 3ケースを行う.

さらに，し、ずれの場合も p=392kPaに達した後に，p=589，

869， 1280kPaと荷重増加率1.47で急速に圧密圧力を増加

させた(圧密時間は一次圧密終了まで). 

図-13は定速度段階載荷圧密の場合の圧密圧力と体積比

fの関係である.図-13のようにセメント添加率が多く載

荷速度がゆっくりであるものほど f-logp関係は上方に位

置している.すなわち，圧密荷重(したがって粘土試料に

作用する有効応力)の増加速度と，経時的に発現するセメ

ンテーション効果とのバランスによって日ogp関係は変

化し，セメンテーションが発現しやすい場合ほど同じ圧密

圧力に対する粘土の間隙比は大きくなっている.

図ー14は定荷重増加率の場合のιlogp関係である.圏一14

のように，いずれの条件でも fとlogpの関係はほぼ直線

になっており，セメント添加率が多く載荷速度がゆっくり

であるほどその勾配(圧縮指数)は急になっている.

図ー15は図一13に示した定速度段階載荷圧密の結果を(1)

式で定義した体積比指数と圧密圧力の関係として表した

ものである.図一15中には試料の液性限界と初期間隙比(液

性限界の1.5倍)から求めた基準曲線を示している.図-15

をみるとセメントを添加することにより，定速度載荷圧密

過程における体積比fとlogp関係は基準曲線よりも高い位

置に移動し，基準曲線からの離れは載荷速度が遅いほど大

きくなっている.セメント添加量 5%のときは載荷速度が

1段階 12時間のとき基準曲線よりも最大 0.08程度大きな

体積比指数となるが，一方，載荷速度が l段階3時間のと

きはほぼ基準曲線と同様の f-logp関係となって，セメンテ

ーションによる影響は見られない.セメント添加量 7%の

ときは体積比指数は基準曲線よりも 0.12~0.16 大きくな

り，これらは図-4に示した大阪湾洪積粘土の高い体積比

指数に近いといえる.さらに，定速段階載荷圧密過程から

急速段階載荷圧密過程に移行したときの ιlogp関係をみ

ると， f-logp関係が基準曲線に回帰する傾向が見られ，大

きな圧縮性を示している.このことも定性的に図-5にみ

られる大阪湾洪積粘土の圧縮特性と類似した挙動と考え
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られる.

さて，ここで図ー15の関係と実際の海底地盤の堆積速度

の関係について考察してみる.セメント添加率 5%のとき

に圧密圧力392kPaまでの 15段階を各段階3時間，6時間，

12時間で載荷すると， 392kPaに達したときの時間はそれ

ぞれ45時間， 90時間， 180時間となる. (9)式を用いて，

それぞれの養生時間がセメントを添加しない場合にどれ

だけの時聞に相当するか計算する.k=O.40， k*=1.55，匂2

3時間とし，さらに海底地盤において一次圧密終了に平均

0.5年を要すると仮定すると(実際の海底地盤では堆積時
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の層厚によって一次圧密終了時聞が異なるため平均を考

える.また，載荷は非常にゆっくりなので圧密係数として

は過圧密領域の圧密係数を用いる)， 45時間は，

0.5年 x (45/7.2) 1.55制 =607年

となり，同様に 90時間， 180時間はそれぞれ 8，570年，

124，500年に相当している.このように考えると，図-15

におけるセメント添加率 5%，各段階 3時間， 6時間， 12 

時間の載荷は，セメンテーションによる強度を発現しなが

ら堆積し，それぞれ若い沖積粘土地盤，古い沖積粘土地盤，

洪積粘土地燥を形成したときの間隙比と圧密圧力の関係

をある程度再現していると考えられる.

一方，セメント添加率 7%の場合について，同様に実際

の地盤での相当時間を計算すると，もっとも短い 45時間

の場合で 8X 1043年としサ非現実的な数字となる.セメン

ト添加率 7%に相当する大きさのセメンテーションの発現

は，式(4)，式(5)で表現されるセメンテーションを前提に

すれば，現実には起こりえない大きさといえる.

4 まとめ

原位置で高い間隙比を有しながら堆積している大阪湾

洪積粘土の堆積過穏を検討するため，土の力学特性に大き

な影響を与えない少量のセメントを添加することで，自然

地盤の堆積過程に発現する年代効果を室内において短時

間で再現する実験手法を検討した.一連の試験の結果，以

下のことがわかった.

1)粘土の力学特性に大きな影響を与えない少量のセメン

トを添加することで，自然地盤の堆積過程に発現する年

代効果を室内において短時間で再現する実験手法を検

言サした.

2)セメント添加率 5%の場合，一定の圧筏圧力のもとで圧

密降伏圧力は時間の対数に比例して増加する.圧密降伏

圧力の増加傾向からセメンテーションの促進効果を求

めると，常温の場合の約4乗のスピードで強度発現が起

こっている.

3)少量のセメントを添加した試料において圧密圧力の増

加とセメンテーションによる間化が同時に起こるとき

の体積比と圧密圧力の関係を調べた.荷重増加率一定で

圧密すると圧密圧力の対数と体積比が直線的な関係を

示すが，間隙比はセメント添加率が大きく載荷速度がゆ

っくりであるほど大きくなる.載荷速度一定の場合も添

加率が大きく載荷速度がゆっくりなほど体積比は大き

くなり， f二logpの勾配も緩やかになる.

4)セメント添加率を 5%とし， 1段階の圧密圧力増分を

27.7kPaとして，各段階の載荷時聞を 3時間， 6時間，

12時間として 9.8kPaから 392kPaまで 15段階で載荷し

たときの圧密中のセメンテーション効果を圧密降伏圧

力から評価すると，それぞれの載荷時間で，若い沖積粘

土地盤，古い沖積粘土地盤，洪積粘土地盤が堆積する過

程を再現していると考えられる.
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